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本日の例会

会員卓話 清水 高彦 会員

嶋田 哲男 会員

「ひとりひとりの
『ロータリー・モメント』を！！」

国際ロータリー第２５８０地区（東京・沖縄）

Tokyo-Musashimurayama Rotary Club
東 京 武 蔵 村 山 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

（ 2 0 1 4 年 1 2 月 1 0 日 ）第 2 0 6 4 回 例 会 報 告

職業奉仕12章 「社員の福祉を図り幸福を願う事は職業奉仕だ」

週 報 №２０６４

１ 2 月 は 家 族 月 間 で す

司会 内野 均 ＳＡＡ（会場運営委員長）

（ 比留間 孝司 会長 ）

会務報告 （ 比留間 孝司 会長 ）

点 鐘

それでこそロータリー
ソングリーダー

（ 網代 稔 幹事）

斉 唱

○多摩分区連絡会が、当クラブがホストとして
12月3日午後4時から、この例会場で開催され
ました。地区委員4名の方にもお忙しい中ご出
席頂きありがとうございました。数野ガバナー
補佐からも謝辞がありました。

○昨日、福生市内で多摩分区の会長会が忘年会を
兼ねて開催されました。その際、数野ガバナー
補佐から、各クラブのＩ・Ｍへの協力について
謝辞がありました。

○国際ロータリーより、「新しいクラブ請求書導
入に向けて」の諸注意が届いています。

○2017～2018年度当地区ガバナー（ガバナーノ
ミニーデジグネート）は、指定期日までに対抗
候補者の推薦がなかったため、指名委員会の指
名通り吉田雅俊君（東京新都心ＲＣ）に決定し
た旨、鈴木孝雄ガバナーより通知がありました。

○バギオ基金より、2013年度事業報告書と基金
への寄付のお願いが届いています。

○デエダラまつりへの協賛並びに広告掲載に対
するお礼状を頂きました。

幹事報告 （ 網代 稔 幹事 ）

○なし

（ 野島 征 会場運営委員 ）出席報告

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

34名 26名 86.67% 84.85%→90.91%

○メーキャップ（第2062回例会）
志々田 陽介 会員 酒寄 好夫 会員（東大和ＲＣ）

○出席免除会員
栗原 高明 会員 網代 雅男 会員
榎本 昭 会員 宮﨑 恒夫 会員

委員会報告

○地区青少年奉仕委員会報告
（田中 伸彦 地区青少年奉仕委員会委員）

昨日（9日）沖縄で開催された地区青少年奉
仕委員会と沖縄分区のＩ・Ｍに出席してきま
した。Ｉ・Ｍでは、2680地区の深川純一パス
トガバナーから職業奉仕の理念についての講
演を聞いてきました。

○ポールハリスフェローについて
（比留間 重次 国際奉仕副委員長（R財団））

比留間孝司会長の1,000ドルの寄付に対して、
ロータリー財団からＰＨＦバッジが贈呈され
ました。

☆網代稔幹事⇒結婚月を忘れておりました。ありがとうござい
ます。たしか34回目だったと思います。

◆今回計 ５，０００円 累計 ８３５，０００円

ニコニコＢＯＸ （ 志々田 陽介 会員 ）
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◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 比留間 孝司 ◎ 幹 事 網代 稔
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□ クラブ会報委員長 松村 慎一 副委員長 網代 雅男
委 員 原田友義、薄井政光、波多野晃夫、比留間一義

自分のこと

比留間 一康 会員

○私は、昭和16年4月に、武蔵村山市残堀に生まれ、
以来ずっと残堀で生活しています。年齢は73歳
8月で、当クラブでは上から5番目になります。
ＲＣには、比留間市郎会員の推薦により平成2年
に入会。父がチャーター会員として入会してい
たので私は二世会員です。市議会議員を3期12年
していた関係で、幹事役は経験せずに、2008年
に副会長に、そして2009～10年度に比留間孝司
幹事とコンビを組み会長を務め、現在に至って
います。

○村山小学校、村山中学校を卒業後、都立農芸高
校に進学しました。中学では、比留間市郎さん
たちと野球を夢中でやっていたが、高校では野
球部がなかったので、少しかじったことのある
剣道に転向。杉並は剣道が盛んなところで、道
場もかなりありました。農芸高校は杉並では剣
道常勝校で、高校3年の時に東京大会で優勝し、
関東大会に出場したこともあります。私は、5人
制の副将を務め、小手、面、胴を得意とし、段
位2段を取得しています。

○職業は、高校を卒業と同時に家業である漬物製
造・卸業と農業に従事した。はじめは外回りの
営業要員として、沢庵漬や白菜の一夜漬等を、
多摩地域内の八百屋、食料品店等に販売してい
たが、弟が手伝うことになってからは、私は製
造の責任者として頑張ってきました。大根の委
託栽培では、埼玉県の坂戸、鶴ヶ島あたりまで
テリトリーを広げ、面積も40町歩にものぼった
こともあります。時代の流れとともに漬物業は
少しずつ縮小し、昭和50年代から貸工場を中心
にした不動産賃貸業にウエイトをシフトして、
10年ほど前に漬物業は廃業し、今では不動産賃
貸を業としています。

○主な地域・社会奉仕活動としては、次のような
ものがあります。
①消防団＝18歳のときに予備団員として入団、2

0歳からは正式団員。43歳で分団長として退役
するまで25年間、消防団活動に従事した。

②交通安全協会＝18歳から約10年間会員として
交通安全活動をしてきた。

③自治会＝46歳のときから6年間役員として自治
会活動に従事し、52歳で自治会長を退役した。

④市立第八小ＰＴＡ＝44歳のときから3年間ＰＴ
Ａ会長を務めた。

⑤商工会＝理事役員として20年間商工会活動に
協力。69歳で監査役員を退役。

⑥立川JC＝32歳で入会。40歳までの9年間、い
ろいろと勉強してきた。

日本の金融機関の原状
小林 邦雄 会員

○まず、テレビ半沢直樹で一躍有名になった金融
庁の考査（検査）についてです。日銀や金融庁
の考査は、2.3年置きに交互に入ります。金融庁
や本店・本部の基本的な方針が各支店に正しく
伝達され、履行されているのかチェックされる
わけです。上手く対応できなかった場合、支店
長の首が飛ぶこともあり、考査が入ると非常に
緊張しますが、最近はあまり高圧的な態度では
なく、ソフトになってきています。近年は、金
融円滑化法や反社会的勢力への対応などにもウ
エイトが置かれています。

○これからは、主に金融ジャーナル2015版のデー
タによりお話しします。
東京都内における金融機関の預金・融資金額の
ランキングは、都銀が第1位、次に信金が、地銀・
第二地銀を抜いて第2位になっています。しかし、
東京は、いかに大手行の存在が大きいかを示し
ています。

（預 金） （融 資）
都銀 210兆円（77.8%） 148兆円（75.7%）
信金 19.6兆円（ 7.3%） 10兆円（ 5.4%）

○全国の信金の状況は、預金量第1位は京都中央で
4.2兆円、融資量第1位も京都中央で2.1兆円、預
貸率第1位は大阪商工で71.9%となっています。
因みに、西武信金は預貸率71.5%で、第2位にラ
ンクされています。預貸率とは、預金量に対す
る融資量の割合です。

○最近の全国信金の預貸状況は、次のように預金
量は増加しているが、融資量・預貸率は減少し
ており、融資については厳しい状況が続いてい
ます

（2010年3月) （2014年3月）
預金量 216兆円 230兆円 △14兆円増加
融資量 122兆円 119兆円 ▲3兆円減少
預貸率 56.7% 51.8% ▲4.9%減少

○都内信金の融資先の状況は、不動産・賃貸業の
割合が高く、個人は20%台、製造業・卸小売業
は10%前後と低くなっています。不動産・賃貸
業への融資割合が最も高いのは、東京三共（52.
6%）で、西武信金は41.3%となっています。

○東京の2014年1月現在の人口1.329万人が、206
0年には1,036万人と、2割以上減少すると予想
されています。行政も、住んでみたくなるよう
な魅力ある街づくりを、積極的に進めなければ
ならない時代です。人口の地方から都市部への
移動に伴い、預金も都市に集中していくので、
今後、地銀、信金も含め金融機関の合併連衡が
進むものと考えられます。

○地域の金融機関として、西武信金を引き続きよ
ろしくお願いします。

会員卓話


